
最
高
裁
規
則

省

令

平成™›年˜—月™�日 金曜日 第œ ˜›号官 報
〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
号

司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

最
高
裁
判
所

司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
一
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
二
号

に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
最
高
裁
判

所
の
定
め
る
事
由
）

第
七
条
の
二

法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る

最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
給
与
所
得
（
俸

給
、
給
料
、
賃
金
、
歳
費
及
び
賞
与
並
び
に
こ
れ
ら

の
性
質
を
有
す
る
給
与
に
係
る
所
得
を
い
う
。）以
外

の
所
得
を
有
し
な
い
者
（
次
号
に
お
い
て
「
給
与
所

得
者
」
と
い
う
。）で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者

の
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
期
間
に
お
け
る
収
入
金
額

（
法
科
大
学
院
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る

専
門
職
大
学
院
で
あ
っ
て
、
法
曹
に
必
要
な
学
識
及

び
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。）

に
お
け
る
修
学
の
た
め
の
借
入
金
（
最
高
裁
判
所
の

定
め
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
単
に
「
借
入

金
」と
い
う
。）を
当
該
期
間
中
に
返
還
し
た
と
き
は
、

そ
の
返
還
額
を
控
除
し
た
残
額
）
が
三
百
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
（
当
該
者
に
つ
い
て
次
条
第
二
項
第
二

号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が

生
じ
た
と
き
を
除
く
。）。

二

修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
給
与
所
得
者
以

外
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
の
前
号
に

規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
総
収
入
金
額
（
借
入
金
を

当
該
期
間
中
に
返
還
し
た
と
き
は
、
そ
の
返
還
額
を

控
除
し
た
残
額
）
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
残
額

が
二
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
（
当
該
者
に
つ
い
て

次
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

由
の
い
ず
れ
か
が
生
じ
た
と
き
を
除
く
。）。

第
八
条
中
「
前
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
環
境
省
令
第
三
十
二
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十

七
号
）
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
十
五
条
の
二
の

二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
定
期
検
査
の
期

間
に
関
す
る
経
過
措
置
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二

十
四
年
環
境
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

長
浜

博
行

第
一
項
中
「
又
は
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
又
は
第
二

十
条
第
二
項
」に
改
め
、「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

の
下
に
「
が
市
町
村
長
に
対
し
て
行
っ
た
同
法
第
二
十
七

条
の
四
第
一
項
又
は
同
法
」
を
加
え
、「
原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
九
号

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
五
日
か
ら
施
行

す
る
。
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